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〜みなさん「地デジ」対策はお済みですか？〜
「地デジ」とは「地上デジタル放送」のことです。テレビ、新聞等で報じられています
ように平成23年７月24日までに地上アナログ放送は終了し、テレビ放送はデジタル放
送に切り替わります。期日が迫りますと工事が混雑する場合がありますので、お早目
にご準備をお願いします。

■地上デジタル放送を見るには？
当町ではギャップフィラー方式を採用し、昨年３月末から電波を配信（一

部有線地域を除く）しています。地デジはＵＨＦの電波を使っていますので、
放送を受信するためにはＵＨＦアンテナの設置が必要です。地デジの特徴
である高画質・高音質を楽しむには、地デジ対応のテレビを購入する必要があり、今までのアナログテ
レビをそのまま使う場合は、デジタルチューナーを接続することで、地デジが視聴可能になります。
なお、当町が整備したギャップフィラー施設等を利用（電波を受信）するに当たっては、「紀美野町地

上デジタル放送中継施設条例」の規定に基づき、加入金が必要になります。詳しくは、総務課地上デジ
タル放送担当までお問い合わせください。
○紀美野町役場総務課：TEL  489-2430

■悪質商法にご注意ください !!
地上デジタル放送に便乗した架空請求などの悪質商法には十分注意してください。地デジ対応で総

務省やテレビ局など関係機関がお金を請求することは一切ありません。疑わしい工事の勧誘を受けた
場合、身に覚えのない工事代金の請求を受けた場合など、不審な点があれば近畿総合通信局や和歌山
県消費生活センターまで相談してください。
○近畿総合通信局放送課：TEL  06-6942-0820
○和歌山県消費生活センター：TEL  433-1551

☆地上デジタル放送視聴のための低所得世帯への支援について
総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送をまだ視聴できない低所得世帯に対して、支援を行

っています。対象は、昨年度当町が実施した「紀美野町地上デジタル放送受信支援商品券交付」を受け
ていない方で、
（１）生活保護世帯などでＮＨＫ放送受信料が全額免除の世帯
（２）市町村民税が非課税の世帯
であり、地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）の無償給付などを行っています。
支援の内容、申込み方法等は、対象世帯によって異なります。詳しくは、総務省地デジチューナー

支援実施センターへお問い合わせください。
○放送受信料全額免除世帯への支援：TEL  0570-033840
○市町村民税非課税世帯への支援：TEL  0570-023724

紀美野町議会議員一般選挙立候補予定者説明会の開催について
任期満了に伴う紀美野町議会議員一般選挙が、平成２３年４月２４日(日)に執行される予定です。
つきましては、この選挙に立候補を予定されている方々に御参集をいただき、公職選挙法の説明、

立候補手続き等についての説明会を下記のとおり開催いたします。
立候補予定者（代理人でも可）は、必ず御出席を下さいますようお願いいたします。

※当日、立候補届出に関する詳しい内容が記載された「統一地方選挙の手引き」を有償で販売いたし
ます。

記

日　時　平成２３年３月１０日（木）午後１時３０分より
場　所　紀美野町役場２階　２Ｂ会議室

※詳しくは、紀美野町選挙管理委員会まで　ＴＥＬ　０７３－４８９－２４３０（代表）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０７３－４８９－２３５９（直通）
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紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式
が
、

１
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

紀
美
野
町
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
消
防
団
員
、
消
防
署
員

総
勢
６
０
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
寺
本
町
長
の
式
辞
、

家
本
消
防
長
の
訓
示
の
後
、
団
員

表
彰
、
新
入
団
員
（
８
名
）
の
紹

介
と
、
昨
年
当
町
で
開
催
さ
れ
た

第
23
回
和
歌
山
県
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
に
出
場
し
た
選
手
の
皆
様

に
よ
る
ポ
ン
プ

操
法
の
披
露
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
紀
美
野

町
吹
奏
楽
団
の

演
奏
に
よ
り
一

層
式
典
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、

分
列
行
進
、
同

セ
ン
タ
ー
下
の河

原
で
放
水
訓
練

が
行
わ
れ
、
一
糸

乱
れ
ぬ
消
防
職
団

員
の
行
動
か
ら
、

町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
と
い
う

士
気
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

１
月
９
日（
日
）午
後
１
時
30
分

か
ら
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

平
成
23
年
紀
美
野
町
成
人
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
平
成
２

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
１
０
９

人（
男
性
59
人
、
女
性
50
人
）が
対

象
。当

日
は
、
艶
や
か
な
晴
れ
着
や

新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

９
２
人
が
出
席
。
会
場
内
は
久
し

ぶ
り
に
会
う
旧
友
た
ち
と
楽
し
く

語
り
あ
っ
た
り
、
写
真
を
撮
り
合

っ
た
り
と
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
国
歌
、
紀
美
野
町
民

歌
斉
唱
の
後
、
寺
本
町
長
の

挨
拶
、
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、

最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し

て
道
浦
大
輝
さ
ん（
神
野
市

場
）か
ら「
今
日
ま
で
私
達
を

育
て
、
励
ま
し
、
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
家
族
や
先
生

方
、
地
域
の
皆
様
に
、
本
日

私
達
が
無
事
成
人
を
迎
え
た

こ
と
を
ご
報
告
す
る
と
と
も

に
感
謝
の
気
持
ち
を
新
成
人

一
同
あ
ら
た
め
て
強
く
し
て

い
ま
す
。」と
お
礼
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
、
式
は
終
了
し
ま

し
た
。

式
後
、
記
念
撮
影
が
あ
り
、

“
成
人
の
一
歩
”を
カ
メ
ラ
に

納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

１
０
９
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

平
成
23
年  

紀
美
野
町
成
人
式

新
成
人
を
代
表
し
て
“
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る
”

道
浦
大
輝
さ
ん

町
民
の
安
全
と
安
心
な
暮
ら
し
を
願
っ
て

平
成
23
年  

紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

　
　祝 成 人

町
民
の
安
全
と
安
心
な
暮
ら
し
を
願
っ
て

平
成
23
年  

紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

団員を観閲する寺本町長ら

第１分団（下佐々）によるポンプ操法
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一般会計決算は、歳入総額84億3,037万円、歳出総額78億5,645万円で
差引残高5億7,392万円となり、そのうち翌年度へ繰越すべき財源の5,446
万円を差し引いた5億1,946万円が実質収支（黒字）となりました。
平成21年度末地方債現在高は、117億2,534万円となり、対前年比4,246
万円の減額となりました。平成21年度財政調整基金残高は、7億327万円
となり、対前年比1億5,086万円の増額となりました。
歳出目的別では、民生費が20.9％、公債費が19.8％とこれらが多くを
占めることとなりました。
地方自治体の財政は、極めて厳しい状況が続いています。しかし、限られた財源の中で、行政効率の向上
を目指し、効果あるサービスを提供していきます。
参考）
「公債費」･･･借金等の償還に要する経費
「民生費」･･･社会福祉、身体障害者、高齢者、児童福祉、生活保護及び災害救助関係に要する経費
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で
開
か
れ
、
県
内
を
は
じ
め
近
畿

各
地
域
、
北
は
北
海
道
や
南
は
福

岡
県
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
小
学

生
か
ら
一
般
ま
で
約
１
３
０
０
人

が
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

当
日
は
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和

で
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
（
1.5
㎞
、
2
㎞
、
3
㎞
）、

ク
ォ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン（
10
・

55
㎞
）な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ

男
女
・
年
齢
別
で
健
脚
を
競

い
合
い
、
快
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
を
支
え

る
た
め
、
町
内
を
中
心
に
た

く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
準
備
段
階
か
ら
当
日

の
運
営
ま
で
支
援
し
て
く
れ

る
と
と
も
に
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン

ナ
ー
の
尾
崎
朱
美
さ
ん（
ア

テ
ネ
ク
ラ
シ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン

優
勝
）が
大
会
に
花
を
添
え

て
く
れ
ま
し
た
。

向
井
中
伶
君
は
、
中
学
生
が
技

術
・
家
庭
科
の
授
業
で
学
ん
だ
技

術
を
競
い
合
う『
木
工
の
技
』チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
近
畿
大
会（
昨
年
11

月
）で
2
位
に
な
り
、
東
京
で
開

か
れ
る
第
11
回
全
国
中
学
生
創
造

も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア 

め
ざ

せ
!!『
木
工
の
技
』チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
見
事
初
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
４
時
間
以
内
に
設
計
図

を
見
な
が
ら
木
工
作
品
を
如
何
に

上
手
に
仕
上
げ
る
か
が
競
わ
れ
ま

す
。本

番
で
は
電
話
台
を
作
る
と
い

う
向
井
中
君
は
、
大
会
に
向
け
て

「
色
々
と
支
え
、
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
の
た
め
に
も
、
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

野
上
厚
生
総
合
病
院
で
は
、
平

成
19
年
に
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）を
設
立
し
、
医
師
や
看

護
師
、
薬
剤
師
、
Ｐ
Ｔ
、
Ｓ
Ｔ
、

管
理
栄
養
士
、
調
理
師
ら
が
チ
ー

ム
で
入
院
患
者
に
対
し
、
効
率
の

良
い
栄
養
管
理
に
よ
り
、
患
者
さ

ん
の
病
気
の
早
期
回
復
、
改
善
を

図
っ
て
い
ま
す
。

嚥
下
障
害
患
者
の
た
め
の「
ソ

フ
ト
食
」で
は
、
安
全
性
は
勿
論

の
こ
と
、
見
た
目
や
食
べ
易
さ
に

も
工
夫
を
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
昨
年
第
８
回
和
歌

山
栄
養
療
法
研
究
会
で
研
究
発
表

「
当
院
の
嚥
下
食
の
再
検
討
」が
優

秀
演
題
賞
を
、
ま
た
、
嚥
下
食
レ

シ
ビ
大
賞（
民
間
会
社
主
催
）で
は

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
を
受
賞
さ
れ
る

な
ど
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

同
病
院
栄
養
課
の
西
谷
幸
子
さ

ん
は「
嚥
下
障
害
に
よ
り
摂
食
困

難
な
患
者
様
に
、
人
さ
じ
で
も
口

か
ら
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
事
の

師
走
の
紀
美
野
路
で

１
３
０
０
人
が
快
走
!!

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

「
木
工
の
技
」チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

全
国
大
会
出
場
を
果
た
す
!!

向
井
中
伶 

君

 （
長
谷
毛
原
中
学
校
３
年
）

嚥え
ん
げ下

困
難
食
に
取
り
組
む
!!

野
上
厚
生
総
合
病
院

今
回
は
、
昨
年
３
月
に
鎌
滝
地

区
に
移
住
し
て
来
ら
れ
た
、
藤
田

崇
さ
ん
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

藤
田
さ
ん
は
、
町
内
で
植
木
の

苗
木
を
生
産
さ
れ
て
お
ら
れ
る
新

規
就
農
者
で
、
1
月
に
は
く
ち
な

し
の
花
の
苗
の
初
出
荷
を
迎
え
ら

れ
る
そ
う
で
す
。「
田
舎
で
働
き

隊
」と
い
う
制
度
に
応
募
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
移
住
を
決
め
ら
れ

た
そ
う
で
す
が
、
大
阪
か
ら
来
ら

れ
た
当
初
は
、
地
域
の
風
習
や
習

慣
な
ど
に
戸
惑
い
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
今
で
は「
地
域
の
方
々
の

温
か
い
ご
支
援
の
中
、
生
活
が
で

き
る
こ
と
が
嬉
し
い
。」と
話
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

き
み
の
定
住
を

　
支
援
す
る
会
だ
よ
り

昨
年
12
月
19
日（
日
）、
第
５
回

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が「
の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
」周
辺

元
気
よ
く
ス
タ
ー
ト
す
る
ク
ォ
ー
タ
ー
マ

ラ
ソ
ン
の
選
手
た
ち

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
２
㎞
）
と
ク
ォ
ー
タ
ー

マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
さ
れ
た
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の

尾
崎
朱
美
さ
ん

藤田さんの植木の苗木畑にて（三尾川）

全国大会に向け練習に励む向井中
（1月18日・同中学校にて）

幸
せ
を
、
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら

の
思
い
を
調
理
師
の
努
力
で
形
に

し
て
く
れ
て
い
ま
す
」と
話
し
て

い
ま
す
。

柿のソフト食
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平成22年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
○野上第１保育所：２月１４日（月）・２８日（月）℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：２月　１日（火）・１５日（火）	 ℡４８９－４９５３
○神 野 保 育 所：２月　２日（水）・１６日（水）	 ℡４９５－２０４９
○毛 原 保 育 所：２月　９日（水）・２３日（水）	 ℡４９９－０１３１

■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター ℡489－2144まで〉
　※留守の場合は、野上第1保育所
○コアラ　　　２月　８日（火）９：30～１１：30　子育て支援センター（わらべうた）
○カンガルー　２月２３日（水）９：30～１１：00　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
【子育て支援センター】動木156（℡489－2144）
	 毎週月曜日（9:00～11:30・14:00～16:30）第1,3,5週の木曜日（9:00～11:30）
【自然体験世代交流センター】鎌滝636（℡495－3127）毎月第2,4週の木曜日（9:30～ 11:30）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。	

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

２月14日（月）　14：00～ 16：00
２月28日（月）　14：00～ 16：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 ２月14日（月）　14：00～ 16：00
２月28日（月）　14：00～ 16：00

検 便 ２月14日（月）　14：00～ 16：00
２月28日（月）　14：00～ 16：00

こ こ ろ の
健 康 相 談

心の健康に、不安をもつ方やその家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
※他の日は、精神保健福祉相談員が相談に応じます。

２月　９日（水）     9：00～
２月23日（水）　13：30～
※予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

２月14日（月）　15：00～ 16：00
２月28日（月）　15：00～ 16：00
※予約制です。

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　９：00～17：00

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。

2月28日（月）17：00～ 19：00
※予約制です。

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで	 	 海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

■場所：総合福祉センター
■とき：２日、９日、１６日、２３日（水曜日）
■時間：午前９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談
　　　　・離乳食の相談
　　　　・健診結果の相談　等

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕　平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０
〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内

●献血にご協力お願いします
〔日時〕平成２３年２月４日（金）14：30 ～ 16：00
〔場所〕特別養護老人ホーム美里園前
※その日の健康状態や服薬等により、献血できない場合が
　あります。

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知
り、今後のよりよい生活につなげましょう。
生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相

談に応じますので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ち
の方は、必ず持ってきてください。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測
定もおこないます。

問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

健　康　相　談　の　お　知　ら　せ

保健センターだより
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保健福祉課では、介護保険の認定を受けていない90歳
以上の方の訪問を始めました。これは、お元気で過ごさ
れている方には健康の秘訣をお聞きしたり、健康や介護
などの相談をお受けすることを目的にしています。
今回は、先日訪問した大正6年生まれで93歳の東みつ
さんの健康の秘訣をご紹介します。東さんは、12人兄弟
姉妹のひとりとして生まれ、和歌山日赤の看護学校の1期
生として看護師の資格を取り、陸軍病院や養護教諭を勤
められました。日頃から、健康的な生活を心がけ、かか
りつけ医の定期受診をし、体調不良のときは早期に受診
し重症にならないようにしているそうです。
現在家族と同居されていますが、あまり世話にならな
いように常々気をつけていると言われていました。食事
は3食をきちんと食べ、特に朝食はパンと牛乳とヨーグ
ルトを食べているそうです。また、今も漬物を漬けたり、
煮物を炊いたり、洗濯も自分でされているそうです。
以前から花が大好きで、たくさんの花の手入れや、重
い植木鉢を移動させたりすることで結構体を使い、家の
そばを通る人と花を通して話しをすることがいいと思う
と言われていました。
また、寝るのはベッドではなく蒲団にしており、朝
晩の上げ下ろしと押入れへの出し入れは、自然と筋力ト
レーニングを行っていると言えそうです。ただし、木の剪
定などは後にひびくので、無理をしないように心がけて
いるそうです。

障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対象者 月日・場所・時間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

2月1日（火）
総合福祉センター    9時30分～正午
美　里　支　所     13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　℡ 489-2908
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

2月16日（水）
総合福祉センター    9時30分～正午
美　里　支　所    13時30分～16時

●療育センターＡ
あ お い
ＯＩ  ℡ 483-0454

●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

HPV（ヒトパピローマウイルス/子宮頸がん）予防ワクチン接種事業を始めます。
■対象：高校１年生に相当する年齢（平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ）の女子
■期間：平成23年２月１日～平成23年３月31日
■接種場所：海南海草地区内の指定医療機関
■接種必要回数：３回（初回・１ヵ月後・６ヵ月後）
　対象年齢で平成22年４月以降に既に接種をされている方につきましては、費用の払い戻し手続きを行います。
　※※詳細は保健福祉課へお問合せください※※
平成23年４月以降は対象者を拡大し、中学１年～高校１年生の年齢に相当する女子とする予定です。
なお、上記期間中に１回以上接種された方について高校２年生になった平成23年度中にも残りの回数を接
種できます。

インフルエンザが流行しています。
感染しないために、外出後の手洗いとうがい・十分な休養とバランスのとれた食事・不必要な外出や人ごみ
を避けるように心がけてください。
また、咳やくしゃみが出たら『せきエチケット』（マスクなどで人への感染を防ぐ）を徹底しましょう。

その他、スポー
ツが好きでよくテ
レビを観るそうで
す。特に昔から野
球は巨人軍のファ
ンで、バレーボー
ルや水泳のほか何
でも好きで、時に
は夜中の2時頃ま
で観ることもある
そうです。また、
認知症になるのが
嫌だから、頭の体
操と思いクイズ番
組を観たり、料理
番組を観てレシピ
を広告の裏に書く
こともしているそ
うです。
このようにス

ポーツやその他色々な情報を持っているから、若い人と
同じ話しができるからいいと言われていました。訪問時も
耳も近く、話しのテンポも速く、その上背中がしゃんと
伸びていて全く年齢を感じさせませんでした。
これからもお元気で、きれいな花を咲かせてください。

健康実践インタビュー　（第10回　東　みつさん）　　　平成23年1月11日
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︱
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２
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９
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国民年金保険料は遅れずにきちんと納めましょう!!
　国民年金は、老後やもしもの時にあなたの大きな支えとなります。保険料の納め忘れが続くと老後に年金を受け取るこ
とができなくなるばかりか、納付が遅れることで障害年金や遺族年金を受け取れない場合があります。もしもの時に後悔
することのないよう、保険料はきちんと納期内に納めましょう！（納期は翌月末で、２年経過すると時効により納められ
なくなります。）

国民年金保険料の納付が困難なときは
　国民年金には、保険料納付が免除される制度や猶予される制度があります。納付が困難だからといってそのままにせず、
必ず市区役所・町村役場の国民年金窓口で手続きを行ってください。

納付が困難なときは 30歳未満の方は 学生の方は

保険料免除制度 若年者納付猶予制度 学生納付特例制度

経済的な理由などで、保
険料を納めることが困難
な時に利用できる制度
で、申請が承認されると
保険料納付の全額又は一
部（4分の3、2分の1、
4分の1）が免除されま
す。保険料免除は、本人
と配偶者、世帯主の前年
所得が一定額以下であれ
ば承認されます。

本人が30歳未満である
ときに限って利用できる
制度で、申請が承認され
ると保険料の全額につい
ての納付が猶予されま
す。納付猶予は本人と配
偶者の前年所得が一定額
以下であれば、世帯主の
前年所得にかかわらず承
認されます。

本人が学生であるときに
限って利用できる制度
で、申請が承認されると
保険料の全額について納
付が猶予されます。学生
納付特例は、本人の前年
の所得が一定額以下であ
れば、配偶者や世帯主の
前年の所得にかかわらず
承認されます。
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★保険料免除などの承認された期間
（多段階免除承認期間において一部
納付がない期間は除かれます。）は、
老後に年金を受け取るための資格期
間に含まれるだけでなく、万一の時
に、障害基礎年金や遺族基礎年金を
受け取る資格期間にも含まれます。
また、失業された方は、離職票や雇
用保険受給資格者証等を添付すれ
ば、前年の所得に関係なく免除され
る特例もありますので、必ずご相談
ください。

【問い合わせ】
住民課　℡	４８９－５９０３
住民室　℡	４９５－３４６４
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入札参加資格の申請等について
　紀美野町が発注する建設工事、測量・建設コンサルタント
等、物品及び役務提供の平成23年度分の入札に参加される
方は、入札参加資格審査申請書を提出していただく必要があ
ります。詳細については、町ホームページに掲載しておりま
すのでご覧ください。また、提出様式は企画管財課でも配布
していますので必要な方はお越しください。
１．提出先　紀美野町役場　企画管財課
　　　　　　℡073-489-5913
２．申請書宛名　紀美野町長
３．受付期間　平成23年２月１日～平成23年２月28日 
但し、土曜日・日曜日及び祝日・休業日は除く午前８時
30分から午後５時までの間。但し、正午から午後１時
までは除く。

４．有効期間　１年間
　　　　　　　（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
※平成22年度で申請書を提出している町内業者の方は「法
人住民税又は町・県民税」、固定資産税、軽自動車税、国民
健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料及び町民税
特別徴収分に未納のない証明書及び建設工事にあっては審査
申請時点で最新の改正後の経営事項審査結果通知書・経営規
模等評価結果通知書・総合評定値通知書【写】を提出し、中
間審査を受けることで平成23年度の1年間有効となります。
問い合わせ　紀美野町役場  企画管財課  ℡073-489-5913 

平成23年度　海南海草老人福祉施
設事務組合入札参加資格審査申請の
受付について
　海南海草老人福祉施設事務組合が発注する物品の製造・販
売等の入札に参加される方は下記内容を熟読のうえ、必ず期
限までに申請書及び必要書類を提出してください。

１．提出先及び問い合わせ先
　　〒640-1121 和歌山県海草郡紀美野町下佐々1408-7番地
　　海南海草老人福祉施設事務組合  事務局  073-489-3631
　　URL　http://www.yasuragien.com/
２．申請書宛名　管理者　寺　本　光　嘉
３．受付期間　平成23年2月1日から平成23年2月28日ま
で、但し、日曜日・土曜日及び祝日・休業日は除く午前８
時30分から午後5時までの間、但し、正午から午後1時ま
では除く。
４．有効期間　管内、管外業者ともに２年間
５．提出書類　下記を参照のこと
６．提出方法　持参及び郵送(当日消印有効)でも可

提出を必要とする書類
●入札参加資格審査申請書●営業所一覧●委任状（営業所等
での入札参加の場合）●印鑑証明書（写）●使用印鑑届●納税
証明書※「市町村税」と国税「消費税及び地方消費税」及び「法
人税」 (個人は所得税)分とする。※直近1箇年分とする。※
写し可
●商業登記簿謄本の写し(法人)又は住民票の写し(個人）
●営業許可証明書又は登録証明書(写)(営業に必要な場合に
限る)

職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
募集訓練科 　・テクニカルメタルワーク科・住環境計画科
訓練期間　平成23年4月5日 (火)  ～ 9月30日 (金)
募集期間　平成23年2月4日 (金)  ～ 3月4日 (金)
受講料　　無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ　独立行政法人雇用・能力開発機構
　　　　　　和歌山センター訓練課　℡073-461-1532

紀美野町臨時職員の募集について
■勤務場所　紀美野町西野20-1　志賀野診療所・出張所
■業務内容　診療所事務及び出張所事務
■賃　　金　日額５，５００円
■募集人員　１名
■雇用条件　平成23年４月１日現在
　　　　　　18歳以上60歳までの方で簡単なパソコン

操作ができる方
■雇用期間　平成23年4月～9月
　　　　　　（更新することがあります。）
■勤務日時　月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時

15分（ただし、水曜日は正午まで）
■休　　日　土・日曜日、国民の休日、水曜日の午後
■選考方法　面接試験
■試　験　日　平成23年２月24日（木）午前10時
■試験場所　紀美野町役場　本庁２階会議室
■申込方法及び締め切り
　履歴書（写真添付）１通を持参の上、2月18日（金）
までに、下記へお申し込みください。（受付は月曜日～金
曜日の午前8時30分～午後5時15分）
■申　込　先　紀美野町役場　総務課　℡４８９－５９１２

身体障害者等に対する軽自動車税
の減免について
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳又は精神障害
者保健福祉手帳を交付されている方のために使用する軽自
動車等（原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び
２輪の小型自動車）で一定の要件を満たす場合は、障害者
の方１人について１台（自動車税を含んで１台）に限り、
申請により軽自動車税の減免が受けられます。
　手帳要件等詳しくは役場税務課までお問い合わせくださ
い。
　平成22年度に減免を受けた方には、更新手続きの案内
をお送りします。

［免除申請］
申請場所 税務課・美里支所住民室

受付期間

平成23年度軽自動車税減免の申請は、平
成23年2月1日より受け付けます。
なるべくお早めに（3月中に）申請してく
ださい。なお、受付期限は納期限の7日前（平
成23年度は５月24日）です。
受付期限を経過しますと減免できませんの
でご注意ください。　

必要な
書類等

印鑑・身体障害者手帳等の原本・運転免許
証・車検証・生計同一証明書・通院や通学
等の証明書・常時介護証明書等

平成23年度　町民税の申告について

●町民税の申告の受付を行います。今回申告していただく
のは、平成22年1月1日から平成22年12月31日まで
の間の所得です。

●申告期間は、2月16日（水）から3月15日（火）までです。
（土・日曜日は除く）日程等については、別紙チラシをご
覧ください。

●申告の内容は、国民健康保険税や後期高齢者医療保険料
の算定にも用いられます。不申告ですと、保険税（料）の
減額対象者であっても、この減額が受けられない場合が
ありますのでご注意ください。

問い合わせ　紀美野町税務課　℡073- 489-5905
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教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

　

３
月
13
日
（
日
）　

午
前
８
時
30
分
受
付　

午
前
９
時
開
会
式

　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
参
加
資
格　

①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者

①
昨
年
度
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

の
優
勝
～
３
位
の
者

　

２
月
20
日
（
日
）
紀
三
井
寺
～

和
歌
山
県
庁
間
（
21.

１
㎞
、
10

区
間
）
で
開
催
さ
れ
る
第
10
回
和

歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
大
会
に
２
チ
ー
ム
出
場
す
る
た

め
、
紀
美
野
町
選
手
団
は
昨
年
８

月
以
来
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。
大
会
ま
で
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
当
町

チ
ー
ム
の
監
督
、
コ
ー
チ
、
選
手

は
次
の
通
り
で
す
。

【
監　

督
】　

大
岩
勝
良

【
コ
ー
チ
】　

北
広
海
、
丸
畑
明
彦

【
選　

手
】

《
小
学
生
男
子
》

北
晃
知
、
西
田
孟
留

前
久
保
雄
貴
、
東
芝
聖

尾
﨑
功
、
西
門
一
宰

樋
瀬
光
稀
、
尾
﨑
元

《
小
学
生
女
子
》

日
裏
ひ
な
の
、
髙
木
麻
理
奈

中
西
秋
音
、
森
谷
秋
穂

古
田
彩
乃
、
田
伏
菜
央

日
裏
菜
乃
葉
、
加
納
麻
衣

②
本
年
度
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

主
催
の
大
会
（
春
、
夏
、
秋
）

の
優
勝
者

③
昨
年
度
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

又
は
、
本
年
度
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
主
催
の
大
会
（
春
、夏
、

秋
）
で
参
加
標
準
ス
コ
ア
（
２

ラ
ウ
ン
ド
男
性
１
２
０
以
下
、

女
性
１
３
２
以
下
）
を
記
録
し

た
者

＊
オ
ー
プ
ン
参
加
の
方
は
、
参
加

資
格
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
参
加
費　
１
，
５
０
０
円

申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
、
受
付
期
間
中
は
全
額
返
金
、

そ
れ
以
降
は
返
金
不
可
。た
だ
し
、

参
加
資
格
①
も
し
く
は
②
に
該
当

す
る
方
は
無
料
。

《
中
学
生
男
子
》

中
野
㞍
祥
、
東
本
裕
起

中
谷
風
太
、
松
原
司

池
原
悠
葵
、
林
紘
杜

曲
里
和
樹
、
岡
裏
敦
紀

久
保
拓
巳　

樋
瀬
大
輝

《
中
学
生
女
子
》

細
峪
由
麻
、
北
ゆ
う
佳

岩
橋
唯
、
大
西
彩
月

髙
木
彩
雪
莉
、
前
中
歩

山
本
紗
矢
香
、
中
谷
亜
湖

宇
城
美
月
、
西
田
な
ぎ
さ

■
申
込
方
法　

◇
参
加
資
格
①
②
に
該
当
す
る
方

に
は
事
務
局
よ
り
招
待
状
を
送

り
ま
す
。

◇
参
加
資
格
③
に
該
当
す
る
方

は
、
２
月
７
日
～
２
月
25
日
ま

で
に
中
央
公
民
館
又
は
文
化
セ

ン
タ
ー
へ
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。　

■
そ
の
他

小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
（
態
度

決
定
は
午
前
６
時
）

◇
予
備
日　

３
月
19
日
（
土
）

＊
申
込
期
間
外
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

返
金
で
き
ま
せ
ん
。

第
10
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

開
会
式
：
南
北
コ
ー
ス　

東
西
南
北
36
ホ
ー
ル
プ
レ
ー
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【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

２
日　

あ
や
と
り
あ
そ
び

９
日　
あ
み
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

16
日　

お
は
な
し
会 

23
日　
室
内
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
体
験

■
文
化
セ
ン
タ
ー

２
日　

お
は
な
し
会

９
日　

新
聞
紙
で
エ
コ
バ
ッ
グ

16
日　

縄
跳
び
を
し
よ
う

23
日　

お
ひ
な
様
を
作
ろ
う

高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
流
!!

お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
と

一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　

２
月
23
日
（
水
）

◇
内
容　

室
内
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

◇
時
間　

午
後
３
時
～
５
時

◇
場
所　

公
民
館
（
大
ホ
ー
ル
）

◇
参
加　

希
望
が
丘
サ
ロ
ン
・
グ

リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
・
吉
見
お
き
ら

く
会
・
た
ん
ぽ
ぽ
会

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
に
、
地
域
サ

ロ
ン
か
ら
「
ち
ぎ
り
絵
」
を
教
え

に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
の

干
支
『
う

さ
ぎ
』
の

素
敵
な
作

品
が
た
く

さ
ん
出
来

ま
し
た
。

■
日
時　

２
月
17
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～

■
場
所　

野
上
第
一
保
育
所

　
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

■
対
象　

妊
婦
さ
ん
～
保
育
所
に

入
所
し
て
い
る
お
子
さ
ん
の
保

護
者
の
方

■
申
し
込
み　

中
央
公
民
館

　

北
畑
先
生
は
、
現
在
大
阪
府
柏

原
市
の
か
し
わ
保
育
園
施
設
長
な

ど
の
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
全
国
で

子
育
て
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
著
書
に
「
子
育

て
名
言
集 

子
ど
も
は
育
つ
」
な

ど
が
あ
り
、
芸
名
「
あ
や
し
や
小

丸
」
と
し
て
上
方
落
語
「
り
ん
ご

寄
席
」席
亭
を
勤
め
ら
れ
て
い
て
、

楽
し
く
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
開
演　

午
後
２
時
30
分

■
対
象　

一
般(
ど
な
た
で
も)

■
入
場
無
料（
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
）

■
共
催　
紀
美
野
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

＊
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
託
児
が

あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
２
月

28
日
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

数･

期
間
等
利
用
方
法
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん)

＊
カ
ー
ド
上
に
借
り
て
い
る
本
の

名
前
・
返
却
日
が
印
字
さ
れ
ま
す
。

■
新
カ
ー
ド
へ
の
交
換
手
続
き

　

各
図
書
室
で
、
利
用
者
カ
ー
ド

交
換
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
旧
カ
ー
ド
と
交

換
し
ま
す
。（
２
枚
お
持
ち
の
方

は
２
枚
と
も
返
却
し
て
く
だ
さ

い
）
ど
ち
ら
か
の
図
書
室
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

【
百　

冊
】

　

山
田　

り
お
（
野
小
３
年
）

　

藤
井　

聖
矢
（
第
二
保
）

【
四
百
冊
】

　

西
脇　

史
華
（
野
小
４
年
）

【
六
百
冊
】

　

須
川　

翔
天
（
第
二
保
）

図
書
室
利
用
カ
ー
ド
が
新
し
く
な

り
ま
す
。

■
新
カ
ー
ド
の
特
徴

＊
１
枚
の
カ
ー
ド
で
中
央
公
民

館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
両
方
の
図
書

室
で
利
用
で
き
ま
す
。(

貸
出
冊

新刊紹介
【中央公民館】

「クロエとエンゾー」　　　　　　　　　辻 仁成・著
「ブルー・ゴールド」　　　　　　　　真保裕一・著
「チーズと塩と豆と」　　　　　　角田光代 ほか・著
「お経から人生を学ぼう」　　　　　ひろさちや・著
「高血圧をどんどん下げる本　できる！かんたん！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  林 泰・著

「絶対読めない漢字」　　　　　　　　向笠修司・著
「魔女とケーキ人形」　　　　　ディヴィッド･ルーカス・著
「てんぐのそばまんじゅう」　　　　深山さくら・著
「エイモスさんがかぜをひくと」フィリップ･C･ステッド・著
「アンパンマンとおりがみまん」　やなせたかし・著

【文化センター】
「木暮荘物語」　　　　　　　　　　三浦しをん・著
「もしもし下北沢」　　　　　　よしもとばなな・著
「孤舟」　　　　　　　　　　　　　　渡辺淳一・著
「まるごと柑橘レシピ」　　　　　　　脇　雅世・著
「立体切り紙１２か月」　　　　　　大原まゆみ・著
「ねぐせうらない」　　　　　　おおたにみねこ・著
「はらぺことのさま」　　　　　つきおかゆみこ・著
「ワニあなぼこほる」　　　　　　　　石井聖岳・著
「ありがとうもぐらのゲンさん」　　内田麟太郎・著
「かしこいさかなはかんがえた」　　ｸﾘｽ･ｳｫｰﾒﾙ・著

子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
大

切
さ
に
つ
い
て
知
ろ
う
。

保
育
士
、
保
健
師
、
栄
養
士
、

先
輩
マ
マ
た
ち
と
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
日
頃
の
子
育
て
に
つ
い
て

ゆ
っ
た
り
お
話
し
て
み
ま
し
ょ

う
。（
託
児
あ
り
）

「
わ
ら
べ
う
た
」

　
　
親
子
で
一
緒
に
楽
し
ん
で

■
講
師　

根
来
葵
先
生

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

２
時
30
分

■
対
象　

就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

　
　
　
　

保
護
者
の
方

■
定
員　

先
着
35
組

■
持
ち
物　

飲
み
物

■
申
し
込
み　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
（
２
月
25
日
ま
で
）

■
主
催　

サ
ポ
ネ
ッ
ト
あ
ゆ
み

＊
終
了
後
・
希
望
者
に
は
個
別
相

談
も
対
応
し
ま
す
。(

要
予
約)

第
15
回
町
民
大
学
講
座

演
題
（
仮
）

　
子
育
て
は
「
長
い
も
の
さ
し
」
で

　
　
生
活
に
は
「
わ
ら
い
」
を
、

　
　
子
育
て
に
「
ゆ
と
り
」
を

講
師
　
北
畑
英
樹
　
先
生

　
　
　
　
（
児
童
精
神
科
医
）

家
庭
教
育
学
級　

た
ん
ぽ
ぽ
ふ
れ
あ
い
学
級

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」「
ゆ
っ
た
り
ト
ー
ク
」　

「
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

　
　
　
　
　
　

３
月
５
日
（
土
）　

中
央
公
民
館
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第
４
回　

生
徒
総
合
発
表
会　

「Gift 
～
届
け
る
想
い
、
絆
が
る
コ
コ
ロ
～
」

「
最
高
の
瞬
間
に
共
感
す
る
こ

と
で
、
そ
の
想
い
を
共
有
し
、
ま

た
次
の
誰
か
へ
伝
え
て
も
ら
う
こ

と
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
う
こ

と
」
を
目
的
に
、
私
た
ち
は
舞
台

経
験
や
日
頃
の
学
校
生
活
の
中
か

ら
感
謝
・
感
動
・
反
省
を
学
び
、

自
分
の
中
に
た
め
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ら
を
想
い
に
変
え
、
パ
ワ
ー

に
変
え
て
こ
の
一
年
最
後
の
イ
ベ

ン
ト
に
ぶ
つ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
観
に

来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
27
日
（
日
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

■
場
所　
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

■
内
容　

◇
舞
台
発
表

演
劇
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・

歌
唱
・
バ
ン
ド
演
奏
・
日
本
伝
統
文
化　

等

◇
展
示
発
表

ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・
映
像
作
品　

等

■
料
金　

無
料
（
た
だ
し
出
店
で
の
飲
食
等
は
有
料
）

■
問
い
合
わ
せ

　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

　

℡
４
９
７
‐
９
１
１
１

　

目
標
は
、
毎
年
行
な
わ
れ
る

文
化
祭
に
出
展
す
る
作
品
作
り

で
す
。
皆
さ
ん
こ
つ
こ
つ
と
日

数
を
か
け
て
取
組
ん
で
い
ま

す
。
細
か
い
作
業
な
の
で
時
に

は
失
敗
も
あ
り
、
又
、
思
わ
ぬ

発
見
も
あ
り
ま
す
。
仲
間
同
士

で
家
庭
の
話
や
、
世
間
話
に
花

を
咲
か
せ
な
が
ら
、
和
気
藹
々

と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

少
し
根
気
の
要
る
趣
味
で
す

が
、
そ
の
分
出
来
上
が
っ
た
作

品
に
は
こ
の
上
も
な
い
愛
着
が

あ
り
、
花
器
に
盛
り
花
と
し
て

デ
ザ
イ
ン
し
た
り
、
コ
サ
ー

ジ
ュ
、
ブ
ー
ケ
、
壁
掛
等
、
工

夫
次
第
で
色
々
ア
レ
ン
ジ
し
て

■
高
学
年

「
新
宮
カ
ッ
プ
」
県
大
会
進
出

　

11
月
か
ら
行
わ
れ
た
中
紀

リ
ー
グ
戦
は
、
２
月
に
行
わ
れ

る
新
宮
カ
ッ
プ
（
上
位
４
位
ま

で
出
場
）
を
目
指
し
、
海
南
海

草
か
ら
御
坊
ま
で
を
含
む
リ
ー

グ
戦
を
行
い
、
12
月
18
日
の
試

合
結
果
で
３
位
入
賞
！

■
低
学
年

・
12
月
４
日
（
土
）
ア
ゼ
リ
ア

（
泉
南
）
招
待
試
合　

３
位

・
12
月
５
日
（
日
）
全
農
杯
チ

楽
し
め
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
散

ら
ず
に
咲
き
続
け
る
の
も
魅
力

の
ひ
と
つ
か
と
思
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
花
を
染
め
花
と

し
て
、
自
分
の
手
で
創
れ
る
幸

せ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

［
講
師
］
谷
田
淳
子
先
生

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
海
南
海
草
予

選
で
勝
ち
進
み
県
大
会
進

出
！

・
12
月
25
日
（
土
）
協
会
杯
優

勝（決
勝
）　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

２

‐
１　

ミ
ラ
グ
ロ
ッ
ソ
大
野

　部
員
募
集
!!

　

楽
し
み
の
中
で
上
達
し
て
い

く
サ
ッ
カ
ー
部
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。（
６
歳
か
ら
始
め
る

キ
ッ
ズ
も
募
集
中
!!
）

　

土
・
日　

午
前
中
ス
ポ
ー
ツ

公
園
人
工
芝
グ
ラ
ン
ド
に
て
練

習
し
て
い
ま
す
。

わ
が
町
サ
ー
ク
ル 

「
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
ブ
」

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
県
大
会
出
場
!!

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
五
十
八

「
あ
る
日
の
鳥
居
峠
」
②

　
　
　
　
町
誌
編
纂
室
　
森
下
誠

（
先
月
号
の
続
き
）

し
か
し
当
時
和
歌
山
城
下
か
ら

高
野
山
を
目
指
す
最
短
コ
ー
ス

は
、
伊
太
祁
曽
―
黒
岩
峠
―
柴
目

―
鳥
居
峠
―
真
国
―
勝
谷
峠
―
毛

原
―
長
谷
を
経
て
花
坂
で
町
石
道

に
合
流
し
た
の
で
、
緊
急
時
に
使

わ
れ
な
い
は
ず
は
な
く
、
鳥
居
峠

通
過
は
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日

早
朝
に
か
け
て
の
時
間
帯
と
推
定

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
騒
ぎ
は

地
元
に
な
に
か
言
い
伝
え
を
残
し

て
い
る
は
ず
な
の
で
、
ぜ
ひ
み
な

さ
ん
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
勝

谷
に
は
愉
快
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

残
っ
て
い
た
し
、
確
か
な
傍
証
も

あ
り
ま
す
。

証
拠
の
一
つ
は
毛
原
に
残
る
古

文
書
で
、「
八
月
二
十
九
日
勝
谷

峠
を
越
え
た
千
人
の
武
士
団
が
毛

原
宮
で
昼
飯
を
食
べ
た
」
と
い
う

記
録
で
す
。
ま
た
長
谷
宮
に
は
同

じ
日
付
で
、「
法
福
寺
様
御
家
来

衆
を
花
坂
ま
で
送
る
た
め
、
松
明

（
た
い
ま
つ
）
五
二
四
本
と
村
人

一
八
五
人
が
動
員
さ
れ
た
・
・
若

山
御
加
勢
大
炮
方
衆
の
ま
か
な
い

に
白
米
三
斗
三
升
拠
出
し
た
・
・
」

な
ど
、
詳
し
い
記
録
が
残
さ
れ
て

い
て
い
ず
れ
も
既
刊
の
「
美
里
町

誌
・
史
料
編
Ⅰ
」
に
載
せ
て
い
ま

す
。

志
賀
野
の
村
人
達
は
武
士
団
が

通
る
の
を
た
だ
眺
め
て
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
砲
を
含
む

装
備
の
運
搬
、
炊
き
出
し
、
わ
ら

じ
や
松
明
作
り
な
ど
騒
動
が
一
段

落
す
る
ま
で
の
二
ケ
月
間
、
村
々

の
騒
ぎ
は
史
料
に
生
々
し
く
語
ら

れ
て
い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
天
誅
組

は
「
反
乱
軍
」
と
さ
れ
ま
も
な
く

鎮
圧
さ
れ
ま
す
が
、
四
年
後
に
迎

え
る
明
治
維
新
の
先
が
け
と
な
っ

た
と
い
う
評
価
か
ら
か
、
現
在
五

条
市
の
国
道
二
十
四
号
の
路
傍
に

「
明
治
維
新
発
祥
の
地
」
と
い
う

大
き
な
標
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。先

日
鳥
居
峠
か
ら
西
野
へ
下
る

か
つ
て
の
高
野
往
来
を
同
好
の
士

と
と
も
に
歩
い
て
み
ま
し
た
。〔
写

真
〕
百
四
十
七
年
前
の
秋
、
こ
の

谷
あ
い
を
千
人
の
人
馬
が
、
松
明

を
か
ざ
し
て
押
し
く
だ
っ
た
か
と

思
う
と
、「
村
に
歴
史
あ
り
」
と

い
う
言
葉
が
ま
た
ま
た
よ
み
が

え
っ
た
の
で
し
た
。

天
文
台
よ
り
お
願
い

１
０
５
㎝
反
射
望
遠
鏡
の
整

備
に
伴
い
天
文
台
が
休
館
と
な

り
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
２
月
14
日（
月
）～
２
月
25
日 

　
（
金
）ま
で
終
日
休
館

鳥居峠にある江戸時代からの道標。
「すぐかうや　右やくし」（直進高野
･ 右折薬師の意）と書かれている。
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  天文台だより
　「卒論修論発表会」

天文台職員　小澤　友彦　

春は卒業の季節です。天文台にも卒業する者がお
ります。３年間頑張ってくれた宮崎恵さんです。宮
崎さんは和歌山大学教育学部天文ゼミの大学院生で、
天文台では観望会の解説やイベント等で頑張ってく
れました。
その宮崎さんの本分である大学院での研究につい
て、お話し頂きたいと思います。またこの春から同
大学院に進学される宮崎君にも、卒業研究について
お話し頂きます。みなさんへわかりやすくお話する
ことを通し、自身の理解度の向上にもつながります。
多くの皆様にお集まり頂きご意見を頂けると幸いで
す。
■日　時　２月13日（日）午後２時～
■場　所　みさと天文台月の館
■発表者　
宮崎　恵「狭帯域観測による渦巻銀河Ｍ74の星
　　　　　形成の特徴について」
宮崎恵二「太陽系外惑星のトランジット観測」
■参加無料
予約不要

歌
　
の
　
小
　
道

窓
拭
き
て
初
雪
の
山
輝
か
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

戦
国
の
姫
の
話
を
読
み
始
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

界か
い
わ
い隈

の
小
町
娘
も
着
ぶ
く
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
廣

初
詣
磴
に
列
な
す
野
球
帽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
哲
夫

制
服
の
襟
立
て
職
務
質
問
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

先
生
の
誉
め
上
手
な
る
筆
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

前
向
き
も
杖
が
た
よ
り
の
恵
方
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

泥
足
の
如
き
大
根
を
抜
き
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

老
父
母
の
菓
子
も
揃
へ
て
年
用
意
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
て
る
代

何
と
な
く
酔
う
た
酔
つ
た
で
三
が
日
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
重
信

蚕
飼
い
牛
と
生く

ら活
せ
し
古
里
も

　
　
　
　
　
杳
し
な
り
け
り
嫁
家
に
老
い
ゆ
く
　
　
　
　
中
谷
和
代

メ
ガ
ホ
ン
の
に
ぎ
に
ぎ
し
声
に
少
年
は

　
　
　
　
　
に
っ
と
笑
ま
い
て
走
り
過
ぎ
た
り
　
　
　
竹
本
セ
ツ
子

能
登
金
剛
荒
磯
波
の
打
ち
つ
け
た
り

　
　
　
　
　
穴
を
穿う

が

ち
し
歳
月
想
う
　
　
　
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

な
ぐ
り
の
梁
に
粉
ひ
の
燭
と
似
非
の
炉
火

　
　
　
　
　
さ
れ
ど
芳
ば
し
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
　
　
　
　
山
本
綾
子

大
杉
の
頂
ま
で
も
ま
き
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
師
走
の
風
に
黄も

み
じ葉
す
る
藤
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
紀
子

す
べ
て
世
の
佳
き
年
願
い
神
宮
へ

　
　
　
　
　
祈
り
を
籠
め
て
卯
年
元
日
　
　
　
　
　
　
梶
谷
美
瑳
子

初は

る春
の
朝
山
よ
り
出
で
し
飛
行
機
雲

　
　
　
　
　
ぐ
ん
ぐ
ん
延
び
て
雲
に
溶
け
ゆ
く
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

お
め
で
と
う
賀
状
に
昇
る
友
の
笑
み

　
　
　
　
　
心
ほ
ん
わ
か
新
春
の
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
玉
子

ご
お
ー
う
ん
と
屋
根
渡
り
く
る
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
幸
を
背
負
い
て
兎
飛
び
来
よ
　
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

  学校だより
　伝統行事「農産物展」から広がる
　　　　　　　　　　　　地域とのつながり
	 紀美野町立下神野小学校

昨年度新型インフルエンザ流行のため実施できな
かった農産物展が2年ぶりに12月12日（日）に開
催できました。今年は猛暑の影響があったにもかか
わらず、地域の皆様が丹誠込めて作ったりっぱな野
菜を提供してくださり、本校伝統の『品評会・セ
リ・即売会』を行うことができました。同日開催の
『学習発表会』では、劇やダンス、合奏など児童の
力のこもった発表も観ていただけました。
12月24日の焼き芋大会は、農産物展で審査員を
してくださった下神野老人会の中谷様と谷垣内様の
お力を早朝よりお借りして、児童が栽培したさつま
芋を寺中様よりいただいた籾殻で焼きました。
また、12月から『アートフラワーの会』（谷田淳
子様）より毎月アートフラワーをお借りして学校の
玄関ホールに飾っています。
今年度は、『小学校は地域の方々に支えられなが
ら在る』ことを感じられた1年であり、特に伝統行
事農産物展を通じて地域とのつながりが広がったこ
とを実感しました。

宮崎恵さんが撮影した
Ｍ74渦巻銀河
（和歌山大学教育学部
屋上天文台にて撮影）



2011. ２ 14

平
成
22
年
中
に
お
け
る
紀
美
野

町
消
防
署
管
内
の
火
災
・
救
急
・

救
助
の
出
場
件
数
を
紹
介
し
ま

す
。

火
災
出
動
件
数
の
状
況

平
成
22
年
中
の
火
災
件
数
は
６

件
で
、
前
年
に
比
べ
て
４
件
減
少

し
て
い
ま
す
。

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火

災
２
件
、
林
野
火
災
１
件
、
車
両

火
災
１
件
、そ
の
他
火
災
２
件
で
、

出
火
原
因
と
し
て
た
ば
こ
に
関
連

す
る
も
の
が
２
件
、
こ
た
つ
、
石

油
機
器
、
放
火
の
疑
い
に
よ
る
も

の
が
各
１
件
、
不
明
が
１
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

表
⑴
は
、
平
成
22
年
中
の
火
災

件
数
で
す
。

救
急
出
場
件
数
の
状
況

平
成
22
年
中
の
救
急
出
場
件
数

は
、
合
計
５
３
４
件
で
し
た
。
前

年
に
比
べ
て
６
件
増
加
し
て
い
ま

す
。事

故
種
別
ご
と
の
出
場
件
数
で

み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
急
病
の

３
４
４
件
（
65
％
）
で
、
前
年
に

比
べ
１
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
続

い
て
一
般
負
傷
の
92
件
（
17
％
）

で
、
前
年
に
比
べ
17
件
増
加
し
、

次
に
交
通
事
故
の
27
件
（
５
％
）

で
、
前
年
に
比
べ
て
13
件
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
が
71
件

（
13
％
）
で
、
前
年
に
比
べ
１
件

増
加
し
て
い
ま
す
。

又
、
救
急
出
場
に
伴
い
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
た
救
急
事
案

は
29
件
で
、
前
年
に
比
べ
５
件
増

加
し
て
い
ま
す
。
救
急
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
等
を
利
用
し
て
の
「
病

院
紹
介
」
は
２
７
５
件
で
前
年
に

比
べ
60
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
時
に
は
、

離
着
陸
場
に
於
い
て
医
師
に
よ
る

専
門
的
治
療
が
施
さ
れ
る
為
、
離

陸
ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
又
、
砂
ほ
こ
り
や
騒
音

等
で
ご
迷
惑
お
か
け
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
尊
い
生
命
を
救
う

為
、
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

表
⑵
は
、
事
故
種
別
ご
と
の
救

急
出
場
件
数
で
す
。

救
助
出
動
件
数
の
状
況

事
故
等
に
よ
る
救
助
出
動
件
数

は
３
件
で
前
年
よ
り
６
件
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
交
通

事
故
１
件
、
そ
の
他
の
事
故
２
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

警
戒
出
動
・
そ
の
他
出
動
件

数
の
状
況

警
戒
出
動
件
数
は
５
件
で
前
年

よ
り
３
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

又
、
そ
の
他
出
動
は
19
件
で
、

前
年
よ
り
６
件
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
た
き
火
の
苦
情
が

８
件
、
自
然
災
害
が
６
件
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
要
請
に
伴
う
出
動
が
２

件
、
そ
の
他
が
２
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

本
年
も
春
の
火
災
予
防
運
動
実

施
に
伴
い
、
左
記
の
通
り
サ
イ
レ

ン
の
吹
鳴
を
い
た
し
ま
す
の
で
火

災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

①
吹
鳴
日
時

平
成
23
年
３
月
１
日
（
火
）　

　

午
前
７
時
00
分

②
吹
鳴
方
法

一
声
（
１
分
間
）

講
習
内
容

⑴　

心
肺
蘇
生
法
の
習
得

⑵　

出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

⑶　

そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す

　
　

る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　
　

無　

料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま

で（℡　

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
又
、
現
在
修

了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受

講
し
て
か
ら
今
年
中
に
２
年
を

迎
え
る
方
は
、
再
講
習
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

３
月
１
日
～
３
月
７
日

春
の
火
災
予
防
運
動

３
月
７
日　

消
防
記
念
日

表⑴　平成２２年中の火災件数

表⑵　事故種別ごとの救急出場件数

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

12月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 15（　） （　）

　（　）

15（　）
一 般 負 傷 ６（　） （　） ６（　）
交 通 事 故 　（　） 　（　）

７（　） ７（　）
（　）

そ の 他 （　）
合 計 28（　） 28（　）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
3
月
６
日
（
日
）
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活
い

き生
い

きレシピコーナー（第8回）
寒さは真っ只中ですが、２月は「節分」「立春」と、暦の

上では春となり、凍りつく寒さの中でも水仙の花が咲いて
いるのを見ると、春の気配が感じられ、陽射しも春らしく
なってきているように思います。

今回は手軽に作れて、体が温まる「スープ料理」のレシピ
をご紹介します。

食材を煮込み、スープにして食べると食材本来の成分や
旨みが残すことなく摂取できる上に、喉とおりも良く、冷
えた体を温めるためにも理にかなった調理方法になりま
す。旬の野菜をたっぷり使ったスープ料理を食事の一品に
取り入れ、心も体もホッとする時間を作ってみましょう。

ねぎと豆腐のスープ（４人分）　材料と作り方
（材料）

・白ねぎ　　　１本　　　　　・にんにく　　１かけ
・しょうが　　１かけ　　　　・豆腐（絹）　　１丁
・顆粒チキンスープの素　 大さじ１
・湯　　　　　４カップ 　　   ・酒　　　　　大さじ２

・ごま油　　　大さじ１　　　   ・片栗粉　　　大さじ２
・塩、胡椒　　少々　　　　  　・細ねぎ　　　適宜
・盛り付けの時に、ごま油・胡椒　各適宜

（作り方）
１、白ねぎ、にんにく、しょうがはみじん切りにする
２、なべにごま油大さじ１を入れ、⑴を加えて炒め、香

りが出てきたら豆腐を手で崩しながら加える
３、⑵に湯、スープの素、酒を加え、ひと煮立ちしたら、

片栗粉大さじ２を倍の水で溶いたものを回し入れ、
とろみがついたら塩、胡椒で味を調え、細ねぎを加
えて混ぜる

４、器にもりつけ、ごま油、胡椒をふる

２月の食べごろ野菜には、ねぎ、白菜、大根、小松菜、
ブロッコリーなどがあります。ねぎは、体を温め、抗菌作
用があるため、旬の美味しいこの時期にたっぷり摂って風
邪の予防に努めましょう。旬野菜と牛乳を使いクリーム煮
にしたり、ソーセージと一緒にコンソメスープで煮込んだ
り、野菜をたっぷり摂り寒さに負けない体を作りましょう。

　産業課より

『防衛省からのお知らせ』
【募集種目】 【受付期間】 【応募資格（年齢）】

一 般 幹 部 候 補 生 ２月１日（火）〜５月６日（金）20歳以上26歳未満の者（22歳未満の者は大卒）
（修士の学位を受けた者は28歳未満）

一 般 曹 候 補 生 ２月１日（火）〜５月６日（金）18歳以上27歳未満の者
予備自衛官補（一般）１月11日（火）〜４月６日（水）18歳以上34歳未満の者
予備自衛官補（技能）１月11日（火）〜４月６日（水）18歳以上55歳未満の者（語学・整備・情報処理・通信・電気・建設・衛生

の技術区分の国家免許資格等を有する者）
＊国家免許資格の詳細はお問い合せ下さい。

お問い合せ先　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所
　　　　　　　〒649-0316　和歌山県有田市宮崎町106-2
　　　　　　　TEL：0737-82-6631 ／ 070-6589-0326
　　　　　　　E-mail：recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp

編 集 後 記
寒中お見舞申し上げます。
先月９日(日)に消防訓練初め式と成人式が行われ、8名の新
入団員、１０９名の新成人の皆さんは、それぞれ心新たにし
ていました。
この時期、寒い日が続きます。特に、受験生の皆さんは健
康管理に十分注意をして、試験に臨んでください。また、20日
には和歌山市で市町村対抗ジュニア駅伝競走大会が開かれ、
各市町村のたすきがつながれます。
頑張れ!!　受験生、紀美野町チーム

紀美野町の人口

（平成22年12月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,788人
 …………　男　 5,022人
 …………　女　 5,766人
 …………数帯世 4,639世帯

日   時 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 問い合わせ （073）
３日（木） 移動町長室【１７日(木)】 美里支所 総務課 489-5912

　 　 住民室 495-3471
９日（水）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【１３日(日)・２７日(日)】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

16日（水）13:00 ～ 行政相談 中央公民館・美里支所 総務課 489-5912
住民室　 495-3471

17日（木）10:00 ～ たんぽぽふれあい学級 第一保育所 生涯学習課 489-5915
20日（日） 9:00 ～  和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会 和歌山市 生涯学習課 489-5915

２月
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私
は
、
２
年
前
大
学
進
学
に
よ

り
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
都
会
で
の
暮
ら

し
は
便
利
で
快
適
で
す
が
、
た
ま

に
地
元
に
帰
省
す
る
と
、
た
く
さ

ん
の
人
達
の
励
ま
し
や
助
け
に
支

こ
う
し
て
成
人
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
、家
族
や
友
人
、

周
り
の
多
く
の
人
々
か
ら
励
ま
さ

れ
、
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
優

し
く
支
え
ら
れ
た
お
か
げ
で
す
。

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
成
人

こ
の
度
、
成
人
式
と
い
う
大
き

な
人
生
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
仲
間
と
共
に
笑
顔

で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に

幸
せ
に
思
い
ま
す
。
今
ま
で
大
切

に
育
て
、
支
え
続
け
て
く
れ
た
両

私
は
予
備
校
に
通
い
、
昨
年
の

春
、
目
標
で
あ
っ
た
薬
剤
師
に
な

る
た
め
に
希
望
し
て
い
た
大
学
に

入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
一
人
暮
ら
し
を
始

め
て
自
分
自
身
の
未
熟
さ
を
知

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き

ま
す
。
一
人
で
は
な
い
と
い
う
心

強
さ
を
胸
に
、
学
生
生
活
に
励
も

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。成

人
式
を
迎
え
、
今
度
は
自
分

が
周
囲
の
人
の
役
に
立
て
る
よ
う

な
大
人
に
な
り
た
い
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

に
な
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

今
ま
で
以
上
に
責
任
感
と
自
覚
を

持
ち
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
は
今
、
夢
を
叶
え
る
た
め

に
、
親
元
を
離
れ
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
夢
は
諦
め
な
け
れ
ば
叶
う

と
い
う
こ
と
を
胸
に
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

親
、
周
り
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

成
人
を
迎
え
た
と
は
い
え
、
ま

だ
ま
だ
至
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
社
会
を
担
う
べ
き

一
員
と
し
て
の
責
任
を
持
ち
、
自

分
ら
し
く
し
っ
か
り
と
一
歩
一

歩
、
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

り
、
今
ま
で
両
親
や
周
り
の
方
々

の
支
え
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

二
十
歳
と
い
う
年
は
希
望
や
自

由
が
溢
れ
る
反
面
、
責
任
と
自
覚

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
何

に
で
も
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
持
ち

多
く
の
こ
と
を
経
験
し
、
社
会
や

地
域
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

これからは、責任ある大人として、また、社会の一員として新た
な人生のスタートです。夢と希望を持ち、失敗を恐れずに何事にも
チャレンジし、そして、人生の目標に向かってしっかり歩んでいっ
てください。
新成人４人の方に、二十歳の抱負を述べていただきました。

二
十
歳
の
誓ち

か

い

田伏　諒さん
（下佐々）

大野綾華さん
（野　中）

橋本美咲さん
（動　木 )

中谷充志さん
（　田　）
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